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１、開催日      2018年２月２日 

 

２、開催場所     第三、第四、第五会議室 

 

３、出席委員     委 員 長  佐 藤   昇 

          委     員  八 並 清 子 

          委     員  坂 上 圭 子 

教 育 長  坂 本 修 一 

 

４、署名委員    委員長 

委 員 

 

５、出席事務局職員 学校教育部長             北 澤 英 明 

生涯学習部長              中 村 哲 也 

          教育総務課長             市 川 裕 之 

          教育総務課担当課長          小 宮 寛 幸 

          （学校運営支援担当） 

学務課長               峰 岸   学 

学務課担当課長            中 溝 智 章 

保健給食課長             佐 藤 浩 子 

指導室長               金 木 圭 一 

（兼）指導課長 

指導課統括指導主事          熊 木   崇 

教育センター所長           勝 又 一 彦 

教育センター担当課長         林     啓 

教育センター統括指導主事       宇 野 賢 悟 

生涯学習部次長            小 口   充 

（兼）生涯学習総務課長 

生涯学習総務課担当課長        早 出 満 明 

（兼）総務係長 
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生涯学習総務課担当課長        貴 志 高 陽 

（兼）文化財係長 

生涯学習センター長          板 橋 かおる 

図書館長               近 藤 裕 一 

図書館市民文学館担当課長       吉 川   輝 

（町田市民文学館長） 

図書館副館長             中 嶋   真 

書   記              小 泉 宣 弘 

書   記              大河内 和歌子 

書   記              田 中 みゆき 

速 記 士              帯 刀 道 代 

               （株式会社ゲンブリッジオフィス） 

 

６、提出議案及び結果 

議案第71号 教育委員会職員の休職に係る処分の臨時専決処理に関し承認を求めることに 

      ついて                        承     認 

議案第72号 町田市学校保健功労者の表彰及び感謝状の贈呈について  原 案 可 決 

議案第73号 町田市立学校学校支援地域理事解職の臨時専決処理に関し承認を求めること 

      について                       承     認 

議案第74号 都費負担教職員の休職に係る内申について        原 案 可 決 

議案第75号 都費負担教職員の休職に係る内申の臨時専決処理に関し承認を求めることに 

      ついて                        承     認 

議案第76号 都費負担教職員の退職に係る内申の臨時専決処理に関し承認を求めることに 

      ついて                        承     認

議案第77号 平成30年度町田市公立学校校長・副校長の人事異動及び統括校長の任用につ 

      いて                         原 案 可 決 

 

７、傍聴者数       名 

 

８、議事の大要 
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午前 10 時 00 分開会 

○委員長 ただいまより町田市教育委員会第 11 回定例会を開会いたします。 

 本日の署名委員は八並委員です。 

 なお、本日は、森山委員から欠席の届け出がありましたが、委員の過半数が出席してお

りますので、予定どおり会議を開催いたします。 

 日程の一部変更をお願いいたします。日程第２、議案審議事項のうち、議案第 71 号、第

74 号、第 75 号、第 76 号及び第 77 号は非公開案件ですので、公開案件の審議が終了した

後、一旦休憩をとり、日程第３として、関係者のみお残りいただき、審議をしたいと思い

ます。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○委員長 ご異議なしと認め、そのようにさせていただきます。 

 以下、日程に従って進めてまいります。 

 日程第１、月間活動報告に入ります。 

 前回の教育委員会定例会以降の活動につきまして、まず教育長から報告をお願いいたし

ます。 

○教育長 それでは、前回の教育委員会定例会以降の活動につきまして、本日は２点報告

させていただきます。 

 １月 21 日でございますが、文化財防火デーに合わせた消防演習が町田天満宮において行

われまして、これに出席をいたしました。この文化財防火デーは、1949 年１月 26 日に、

奈良の法隆寺の金堂の壁画が火災により損壊したことを機に設けられたものでございまし

て、毎年この１月 26 日を中心に、文化庁、消防庁、都道府県、市町村等が連携協力して、

全国で文化財防火運動を展開しております。 

 この町田市にも多くの文化財がございます。これらの文化財はかけがえのない市民の皆

様の財産でございまして、私たちはそれを後世に引き継いでいく義務があるわけでござい

ますが、町田消防署や町田市消防団、地元地域の皆様にはその役割の多くを担っていただ

いております。今回の演習当日も、寒風吹きすさぶ中で、町田消防署や町田市消防団、地

元の原町田の地域の皆様の大変統制のとれた立派な訓練を拝見いたしました。町田市の文

化財はこうして皆様に守られているのだということを改めて認識をし、頼もしく思いまし

た。文化財の所管である教育委員会として皆様に厚くお礼を申し上げてまいりました。 

 もう１点、１月 29 日でございますが、中学生の人権作文コンテストの表彰式が市役所に
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おいて開催されました。この作文コンテストは、次代を担う中学生に、人権問題に関する

作文を通じて、互いの人権を尊重することの大切さについて理解を深め、豊かな人権感覚

を身につけてもらうことを目的として、昭和 47 年から東京法務局及び東京都人権擁護委員

連合会の主催によって実施されておりまして、昭和 56 年度からは全国中学生人権作文コン

テストとして、法務省及び全国人権擁護委員連合会の主催により実施されているものでご

ざいます。 

 今回は東京都大会を経て中央大会へ推薦されたものはなかったようですが、町田市内の

12 校の中学校から 1,784 名の応募があった中で、８校、10 名の中学生の作品が優秀賞を受

賞し、市長から賞状が贈呈されました。この人権作文コンテストに学校を挙げて取り組ん

でいただいた各中学校の先生方、そして日ごろから人権に関する啓発活動に熱心に取り組

まれている人権擁護委員の皆様に改めて感謝を申し上げてまいりました。 

 そのほかの主な活動は、お配りしております資料のとおりでございます。 

 私からの報告は以上でございます。 

○委員長 続いて両部長から何かございましたらお願いいたします。 

○学校教育部長 学校教育部からは報告することはございません。 

○生涯学習部長 生涯学習部からも特にございません。 

○委員長 それでは、各委員から報告をお願いしたいと思います。 

○八並委員 私からは３点ご報告を申し上げます。 

 １月16日、東京都市町村教育委員会連合会の常任理事会、理事会、そして理事研修会に

出席してまいりました。研修会では、岩手県大槌町教育委員であります沼田義孝氏の「児

童生徒が自ら命を守る力を育てるために」という講演を聞いてまいりました。沼田先生は

震災当時、吉里吉里中学校の校長先生でいらっしゃった方です。当日は、翌日に卒業式を

控え、３年生以下は下校、沼田先生ご自身は前日にお父様が亡くなられ、葬儀の準備をし

ていて、学校には不在といった状況で地震に遭われたそうです。しかし、このような状況

ではありましたが、在校生徒の安全確保のみならず、下校した生徒全員が無事であったこ

とから、生徒がみずから命を守れたこと、全員無事に避難できたことを検証され、その報

告をしていただきました。 

 その検証によりますと、震災前から長年にわたる大槌町並びに学校での津波の避難訓練、

そして映像や津波体験者の話を聞くなどの間接体験により、命が何よりも大切であると強

く意識することが児童・生徒にできていたこと、そして日々の学校教育に当たります自己
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肯定感を高める活動により、自他の命の大切さを子どもたちがしっかりと学んでいたとい

うことを挙げられました。緊急時の対応力は日々培われていくものだと改めて感じました

ので、予定表にあります18日の定例校長会の挨拶の際にもお話しし、先生方と情報を共有

させていただきました。 

 １月30日には町田市公立小学校副校長会研究発表会に出席してまいりました。副校長会

では、「町田市教育プランの達成に向けた副校長の役割」を研究主題として、地区ごとに研

究をしていただいております。学校長の経営方針を受け、その具現化を図る際に必要な人

材育成を中心に、校長会と連携し、それぞれの地区の実態や各学校の課題から、地域郷土、

カリキュラムマネジメント、危機管理など、サブテーマを設け、研究されていました。先

生方による発表、熱心な討議、また校長会指導部副部長の石井大蔵小学校長と指導課長に

よる熱心な指導講評がありました。学校のかなめとなっていらっしゃいます副校長先生方

にはいろいろとご苦労もおありだと思いますが、お忙しい中、このように研究されている

ことに頭が下がる思いでした。また、各学校を副校長先生方がしっかりと支えてくださっ

ていることを実感いたしました。 

 また、１月31日には町田市中学校教育研究会研究発表会に出席してまいりました。こち

らは各領域、教科に分かれ、それぞれ各教室で発表を行っています。どの教室でも熱心に

発表が行われておりました。こうして先生方が研さんを積まれている様子を伺うことがで

き、大変うれしく思いました。先ほどお話しいたしました副校長会発表会もそうですが、

このような先生方の研究の場が整えられ、そしてそれが継続されるようしっかりと支援し

たいと思いました。 

 私からは以上です。 

○坂上委員 私からは１点ご報告いたします。 

 １月24日に金井小学校の指導主事訪問に、指導主事の先生方とご一緒させていただきま

した。金井小学校の教育目標は「あたたかく」、「かしこく」、「たくましく」という３本柱

ですが、特に私は「あたたかく」がとてもすばらしいと感じました。 

 学校という集団生活の中で人と人とがかかわるときに、人の温かさというのは、今の時

代ついつい忘れがちになってしまいますが、人からの温かさは、するほうも、してもらっ

たほうも、とても心が温かくなります。そして自分の考えを伝え、また相手の考えが聞け

る優しさや温かさは、お互いを認め合うことにつながり、そこからは安心が生まれます。

そんな温かい心を子どもたちには、小学校のうちから大切に育ててもらいたいと思いまし
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た。 

 そして金井小学校では、挨拶にとても力を入れていて、教室に入るときや、休み時間に

廊下ですれ違うたび、子どもたちが元気に挨拶してくれるのがとても印象的でした。大き

な声で挨拶することができるのは、とてもすばらしいことだと思います。 

 ５時間目の研究授業は家庭科で、「目指せ買い物マスター」と題し、300円で自分ならど

んなノートを購入するかというものでした。先生があらかじめ３つの選択肢を用意し、１

つ目は、１冊80円、表紙は無地の厚手で、26ページのもの。２つ目は、１冊180円のリング

式ノート、透明プラスチックの表紙で、40ページのもの。３つ目は、５冊パックで290円、

１冊30ページで、それぞれ表紙のカラーが違うもの。この３種類を各グループに用意し、

子どもたちが実際にそのノートを手にしながら、グループでそれぞれのノートを購入した

場合のメリット・デメリットを話し合い、最終的には自分ならどんなノートを買うかとい

う結論を出す内容でした。 

 わたし的にはお得感が優先し、５冊パックを迷わず購入してしまう気持ちが強いのです

が、グループごとに話し合っている子どもたちの様子を見ていると、使い勝手や見た目、

ページ数、価格など、それぞれの着眼点が違い、大変興味深いものでした。この授業の狙

いとしては、購入しようとする物の品質や価格などの情報を集め、整理しながら、自分の

使用目的に合った選び方を考えたり、工夫することで、お金の価値観、大切さを学ぶとい

うものでした。このような授業をすることで、これから何かを買うときに、子どもたちは

考えて工夫する力がつくのではないかと思い、大変よい授業だと思いました。 

 また、金井小学校の先生方は、研究に大変熱心で、日々、授業への工夫に惜しみなく努

力されている姿が見られました。また、ベテランの先生が若手の先生方の育成に力を入れ、

とてもよい環境づくりがなされているということも、校長先生からいろいろとお話を聞い

てわかりました。お互いを認め合い、安心できる環境が、子どもたちだけではなく、先生

方の中にも浸透し、しっかりと団結していることが、研究協議会の場でも随所で感じられ、

とてもよい雰囲気でした。誰か決まった人だけが話すのではなく、全員が参加し、意見を

交わし、考えていく協議会は、とても有意義なことだと思います。元気で明るい子どもた

ちの姿、そして何事も積極的に取り組む先生方の姿勢、これからの金井小学校に大いに期

待したいと思います。 

 私からは以上です。 

○委員長 私からは、１月18日に定例校長会に出席しましたので、これについて報告をさ
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せていただきます。通常、定例校長会は毎月行われておりまして、これは教育長以下、事

務局の皆さんのほうで運営されておりますが、１月の校長会につきましては、教育委員も

出席して一言挨拶をするというのが恒例になっております。 

 私は定例校長会の挨拶の中で、小・中連携をさらに進めていきたいという趣旨からお話

ししたことですが、小学校の校長会、中学校の校長会、それぞれが連合行事などの活動を

行っているわけですけれども、小学校、中学校それぞれで行われていることについて、小・

中の校長がお互いに十分に見合うなど、その活動状況を知るという活動につきましては、

少し足らないのではないか。今後は、お互いにそれぞれの校長会の活動ぶりを見て理解を

したり、参考にしたりしてはいかがかという提案をしてまいりました。 

 関連しまして、教育委員会事務局におかれましても、それぞれ学校教育部、生涯学習部、

各課の連携が十分なされていると思いますが、学校教育部と生涯学習部の間でも、十分に

必要な情報がお互いに流れているよう、事務局内の連携強化もなお一層進めていただけれ

ばありがたいと思います。 

 それでは、教育長及び各教育委員の報告につきまして、質問などありましたらお願いい

たします。 

○八並委員 質問ではないのですが、先ほど教育長がお話しされました文化財防火デーに

ついてです。町田天満宮の関係者の方からのご感想を伺ったところ、初めて参加したけれ

ども、文化財を守るということで大変有意義な活動があるということを知り、それに自身

も携われたことが大変有意義であったとおっしゃっていました。天満宮の関係者としても、

文化財を守るということにも、いま一度意識をもつことができ、非常によかったという感

想をおっしゃっていましたので、報告したいと思います。 

○委員長 ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 以上で月間活動報告を終了いたします。 

 日程第２、議案審議事項に入ります。 

 教育長、お願いいたします。 

○教育長 議案第72号及び第73号については学校教育部長からご説明申し上げたいと思

います。 

○委員長 それでは、議案第72号を審議いたします。学校教育部長から説明をお願いいた

します。 

○学校教育部長 議案第72号「町田市学校保健功労者の表彰及び感謝状の贈呈について」、
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ご説明いたします。 

 本件は、長年にわたり学校医等として学校保健の進展に寄与され、その功績が顕著な５

名を、町田市教育委員会職員等表彰規程第２条の規定に基づき表彰するものでございます。 

 また、多年にわたり学校医等として学校保健の向上に尽くされた８名に、町田市教育委

員会感謝状の贈呈に関する要綱第３の規定に基づき、感謝状を贈呈するものでございます。 

 １枚おめくりいただきまして、上段が町田市教育委員会表彰対象者５名の方でございま

す。在籍がいずれも15年以上の方です。中段から記載されております町田市教育委員会感

謝状贈呈対象者は在職10年以上の８名の方でございます。 

 本日ご承認いただければ、２月15日に開催を予定しております町田市学校保健大会で表

彰及び感謝状の贈呈を行う予定でございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。ただいまの議案につきまして、質問などありましたらお願い

いたします。よろしいでしょうか。 

 それではお諮りいたします。議案第72号は原案のとおり決することにご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

○委員長 異議なしと認め、原案のとおり決することにいたします。 

 次に、議案第73号を審議いたします。 

○学校教育部長 議案第73号「町田市立学校学校支援地域理事解職の臨時専決処理に関し

承認を求めることについて」、ご説明いたします。 

 本件は、町田市立学校の管理運営に関する規則第13条の４の規定に基づき、別紙のとお

り、学校支援地域理事を解職するため、2018年１月17日に臨時専決処理しましたので、教

育委員会において承認を求めるものでございます。 

 １枚おめくりいただきまして、2017年12月31日付で、小山田小学校の学校支援地域理事

１名を解職するものでございます。この日付をもってやめられたということでございます。

現在、学校支援地域理事は390名となります。 

 説明は以上でございます。 

○委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。ただいまの説明に関しまして、何かご質問などありましたら
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お願いいたします。 

○八並委員 小山田小学校につきましては、この欠員に対してどのように対応されるので

しょうか。 

○指導室長（兼）指導課長 小山田小学校につきましては、今回の解職前、７名の支援地

域理事がいるという状況でした。そこで、１名解職になるわけですけれども、５名以上７

名以内という形になりますので、６名でそのまま行うということでございます。 

○委員長 ほかにございませんか。 

 それではお諮りいたします。議案第73号は原案のとおり承認することにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○委員長 異議なしと認め、原案のとおり承認することといたします。 

 以上で議案審議事項は終わりますが、何か報告事項などありましたらお願いしたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

○学校教育部長 先週、１月22日の降雪と本日の降雪につきまして、教育委員会の対応状

況についてご報告させていただきます。 

 初めに１月22日、先週月曜日の雪についてご報告いたします。１月22日は昼過ぎから雪

が降り始め、大雪警報が発表され、市内での影響や帰宅困難者の発生が懸念されたため、

午後４時30分に、市では雪害対策事前会議を開き、各部の対応、体制について確認いたし

ました。 

 まず学校教育部所管分の対応でございますが、１月19日、その前の週の金曜日と、当日、

その時点での最新の気象情報を添えて、教育委員会事務局から、各小・中学校へ注意喚起

のメールを送信しております。 

 各学校の対応としましては、当日、授業を繰り上げて児童・生徒を帰宅させた小学校が

８校、中学校が１校ございました。また、クラブ活動を20分切り上げて児童を帰宅させた

小学校が１校ございました。中学校では、部活動など放課後の活動を中止した学校がほと

んどでした。 

 翌日、１月23日の登校は、学校ごとに状況が異なるため、学校の判断として、全ての小・

中学校で無理のない範囲での通常登校になりました。ただし、小野路宿を通るバスが運休

したため、鶴川第一小学校、鶴川中学校に通う児童・生徒には影響がございました。 

 教育センターでは、１月22日、雪が降っている当日に塩化カルシウムをまき、翌23日の
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朝８時前から除雪を行い、動線を確保した結果、利用者への影響はございませんでした。 

 本日、２月２日の雪についてですが、教育委員会事務局から各学校に１月31日と昨日、

２月１日に降雪情報についての注意喚起のメールを送信しております。 

 本日は、小学校42校、中学校20校中２校を除き、全ての学校で無理のない範囲で通常登

校としております。その２校のうち、２校時目から開始する小学校が１校、３校時目から

開始する小学校が１校でございます。また、本日はバスの運休はございません。 

 教育センターにおいては、本日も朝８時前から除雪を行いました。 

 学校教育部所管分の報告は以上になります。 

○生涯学習部長 私からは、生涯学習部の降雪対応状況についてご報告させていただきま

す。 

 まず１月22日分ですが、当日は月曜日であったため、生涯学習施設は休館で、利用者対

応はありませんでした。文学館と図書館で受け入れている職場体験の中学生は、各学校と

個別に調整いたしまして、早目に帰っていただきました。 

 夜になってからは、交通機関がとまって、駅の周辺に帰宅困難者があふれる場合に備え

まして、一時滞在施設に指定されている生涯学習センターの開設を想定しまして、センタ

ー長ともう１人の職員、２名、それから本部対応要員として３名、合計５名が待機をいた

しました。その他の管理職につきましては、応援対応等必要な連絡が受けられるよう自宅

待機を指示いたしました。23時20分になりまして、帰宅困難者が駅周辺に滞留する可能性

はないという連絡を受けまして、待機を解除いたしました。 

 移動図書館につきましては、１月22日はもともと午後のみの運行を予定しておりました

が、中止いたしました。１月23日につきましても、全車、運行を中止いたしました。ちな

みに、運行するかしないかは、運転手が早出して、見に行ってくれて判断をしております。

１月24日、さるびあを基地とするほうは運行できましたが、堺を基地とするほうは、降雪

が多いため中止いたしました。１月25日以降につきましては、全車、平常どおりの運行が

できました。 

 続きまして、昨日から本日にかけての降雪に関して、対応状況についてご報告いたしま

す。 

 昨日、２月１日ですが、中央図書館で一時滞在施設の開設があった場合に備えまして、

部内の管理職に対して緊急時に対応できるよう自宅待機を指示いたしました。 

 あらかじめ考古資料室の周辺には融雪剤を散布しておきました。 
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 本日につきましては、図書館が８館、生涯学習センター、文学館、民権資料館などの職

員に、７時半以降出勤していただきまして、28名の職員で雪かきの対応をしております。 

 移動図書館につきましては、１月22日とは逆で、さるびあを基地とするほうが、降雪の

ため運行できず、堺を基地とするほうは、もともと予定されていたのが幹線道路沿いのル

ートであるため、運行しております。 

 以上でございます。 

○委員長 それぞれ適切な対応をありがとうございました。 

 何か質問などありましたらお願いいたします。 

○八並委員 いろいろと対応をありがとうございます。図書館などがツイッターで発信さ

れていますが、いち早く移動図書館の運休など、お知らせが入っておりました。やはりこ

のツイッターの活用は有効であったと思いましたので、今後もいろいろなところでこのよ

うに情報メディアを活用し、情報を発信していただきたいと思いました。 

○委員長 私からですが、１月22日の降雪について、小学校、中学校、対応された学校が

あるということですけれども、何か地域性みたいなものは傾向として見られたのでしょう

か。それとも学校個々に状況が違っていたということなのでしょうか。 

○指導室長（兼）指導課長 １月22日の降雪対応ですが、地域性というところは、この地

域は全体でということではございません。ただ、学校ごとに近隣に坂が多いとか、そのよ

うな学校の状況によって対応したということでございます。 

○委員長 それから、民間では雪が降るたびに、例えばスコップを買い求めて、それが売

り切れて手に入らないなどがニュースになっているわけですが、学校とか生涯学習関係の

施設で、そういう雪対策のグッズというか、そういうものは足りているような状況なので

しょうか。 

○生涯学習部次長（兼）生涯学習総務課長 数年前にも降雪で雪かきというようなことが

ありました。今回、１月22日にかけての雪についてもある程度の想定があり、その辺は事

前に各所管課のほうにも連絡しておりましたので、早朝の除雪対応といった部分について

はある程度足りているというふうに解釈しております。また、融雪剤なども、所管部のほ

うで用意できるものは用意して事前に散布する、そういった備えもしておりました。 

○教育総務課長 学校の状況でございますが、各学校で除雪に関する器具というのでしょ

うか、除雪のスコップとか、そういうものは備えております。ゆくのき学園に関しまして

は、除雪の機械というか、そちらが唯一配備されているという状況でございます。 
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○委員長 今年もまだ降るかもしれませんし、来年以降もわかりませんので、公的機関の

降雪の対応については、ぜひ十分に備えをしておいていただければありがたいと思います。 

 降雪関係についてはよろしいでしょうか。 

○坂上委員 降雪の関係で、子どもたちが大きなけがをしたという報告等は入っています

でしょうか。 

○指導室長（兼）指導課長 子どもたちが雪で大きなけがということは、情報としては今

入っていない状況でございます。 

○委員長 それでは、降雪以外の報告事項がございましたらお願いいたします。 

○保健給食課長 それでは、町田市立学校におけるインフルエンザの状況につきまして報

告をさせていただきます。 

 前回の教育委員会定例会の折にも、学級閉鎖というような対応はまだないということで

報告いたしましたが、その翌週以降、インフルエンザによる学級閉鎖ということで、かな

りの学校で対応していただいているような状況でございます。 

 １月15日には、小学校１校で１学級、中学校２校で２学級というところから始まりまし

て、その週の18日には、小学校におきましては16校、24学級、中学校においても２校、７

学級ということで増加傾向が見てとれました。 

 学級閉鎖の状況につきましては、ホームページで随時情報提供しているところでござい

ますが、１月18日の状況を受けまして、各家庭にメール配信を行ったところでございます。

その内容は、帰宅時の手洗い、適切な湿度の保持、十分な休養と栄養摂取、また人混みや

繁華街への外出を控えること、さらに外出時のマスク着用、咳エチケットなど、インフル

エンザの予防に関してご家庭でもご協力をいただきたいということをメールで配信を行っ

たところでございます。 

 各学校に向けましては、町田市で導入をしております感染症情報収集システムにおきま

して、毎日、学級閉鎖の状況、また保健所からの専門的なアドバイスなど、コメントが載

っているものがございますので、そういったところで情報提供をし、各学校の取組を進め

ていただいているところでございます。 

 さらに、１月25日には、東京都から都内のインフルエンザ流行警報が発表されておりま

す。その後も、残念ながら、町田市におきましても、インフルエンザによる学級閉鎖は増

加の傾向にございます。２月に入りまして、昨日、２月１日には、小学校で24校、57学級、

中学校で１校、２学級という状況でございました。 
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 感染症情報収集システムにおきましては、欠席者の人数も見ることができますので、そ

ちらで確認をしておりますが、昨日はこの感染症情報収集システムの入力を始めて以来、

初めてインフルエンザによる欠席が1,000名を超えたというような状況でございます。なお、

昨年度の同じ日になりますが、2017年２月１日は、インフルエンザによる欠席は650名余り

だったことから考えましても、今年はその流行というものが猛威を振るっていることがわ

かります。 

 報道によりますと、インフルエンザ定点の医療機関というもので、平成11年から患者数

の統計をとっているということでございますが、その間でも今年は最も多い状況だという

ことでございます。 

 週明け、学級閉鎖、インフルエンザの状況がどうなるかまだわからない状況でございま

すが、引き続き予防、それから重篤化することのないよう、学校に向けても情報発信をし

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長 ２つお聞きしたいのですが、インフルエンザの型は何型が多いのでしょうかと

いうことと、今の報告ですと、まだピークを越えていないというような見方が正しいでし

ょうか。いかがでしょうか。 

○保健給食課長 まずインフルエンザの型でございますが、例年ですと、Ａ型というもの

から始まり、その後、Ｂ型がはやるというような傾向でございますが、今年に関しまして

は、報道でも言われているところでございますけれども、Ａ型、Ｂ型混在しているという

状況でございます。これは町田市立学校においても同じような状況でございます。 

 また、ピークについてでございますが、これは本当に何とも言えないところかなという

ことで、週明けの状況に注視をしてまいりたいと考えております。 

○委員長 もう１点、胃腸系、ノロウイルス系の感染症はいかがでしょうか。 

○保健給食課長 ノロウイルスというところでは、実は昨日、市内の小学校１校で感染性

胃腸炎によるものと考えられる学級閉鎖が１学級出ているような状況でございます。今の

ところは、いわゆる大きな感染というものは見てとれないところでありますが、こちらも

例年、11月から３月が流行と言われているところでありますので、こちらに関しても予防

に努めていただくよう、また学校にも啓発をしてまいりたいと考えております。 

○委員長 天気予報など聞いていますと、来週はまた強い寒波がやってくるということで

す。中学生関係で言えば、４日に東京駅伝がありますが、子どもたちにとってもまだつら



 14 

い時期が続きますし、私たち大人のほうも気をつけなければならないなということを、今

ご報告を聞いていて改めて感じました。 

 何か質問よろしいでしょうか。 

 ほかに何か報告がありますか。よろしいでしょうか。 

 それでは休憩いたします。 

 午前 10 時 38 分休憩 

                                    

午前 10 時 40 分再開 

○委員長 再開いたします。 

 

               別紙議事録参照のこと。 

 

○委員長 以上で町田市教育委員会第 11 回定例会を閉会いたします。 

午前 11 時 45 分閉会 


